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はじめに
動物介在療法（Animal-assisted Therapy： 以下
AATとする）は，現在日本において様々な方法で実
施されている。また実施している人材に関しても，医
師，看護師，理学療法士，ドッグトレーナー，一般の
ボランティアなど多岐にわたっておりAATの研究に
関しても多角的に研究されている。今回はAATに関
す文献レビューを行い今後の課題を見出すことを目的
とした。

方　法
文献検索サイトの医学中央雑誌およびCiNii におい
て，「動物介在」「動物介在療法」「アニマルセラピー」
をキーワードとし過去 10 年間の文献検索を行った。
そのうち介在動物として，昆虫，魚，ロボットを対象
としているものは除外し分析を行った。

結　果
AATに関する研究のうち，AATを受けた人に関す
る効果を検証したものが最も多かった。効果の検証の
方法は，尺度票や調査票によるもの，面接やインタ
ビューによるものがあり，AATに関しての効果が認
められたと報告された研究が多かった。その他には，
AATを実施した人の意識に関するもの，AATの方法
やプログラムに関するものなど研究の内容は多岐に
わっていた。しかし介在動物の福祉に関する研究は少
なく，犬のストレスに関する研究が 1件あったがこ
れは介在活動に関しての報告あり，AATの動物に関
する研究は皆無であった。
AAEを受けた対象者は，自閉症，発達障害，知的
障害，脳性まひ，発達障害，がん，認知症，アルツハ
イマー病などであった。AATに介在されている動物
は，犬，猫，馬，イルカなどであった。

考　察
AATを行った結果，効果が認められたと報告され
ていた研究が多かった。AAEの場合，研究の対象が
人であり脳内の状態の分析を行うこと，他の治療を全
く行わないでAATだけでの評価を行うなどの方法は
不可能である。AATに関しての研究は，研究の特性
上効果に関してバイアスが全くかからない状態で行う
ことが難しい。そこで今後AATの研究を行う際には，
サンプルの選択方法の検討やサンプル数を増やしでき
るだけ客観的な結果を得ること，また再現性のある研
究が必要であると考えられた。
AAT に関しては「療法」とよばれているものの，
日本において医療として認められていないため病院等
で様々なプログラムを行ったとしても診療報酬はなく
収入にはつながっていない。またAATを実施してい
る人も各団体に所属している個人でのボランティアで
の参加が多く，所属している団体での活動がメインと
なっている。各団体でAATに関する研修会や講習を
実施しているが，AATの質の保証に関しては一定と
は言えない部分もある。
今回の結果より AAT の効果については明らかに
なっていた研究が多かったが，できるだけ大規模な客
観性のある研究を行い結果を出し，効果的なプログラ
ムの開発を行うことが必要であると考えられた。ま
た，AATを行う側の質の保証も考慮していく必要が
示唆された。そして人だけではなく動物の福祉に関す
る研究も行っていく必要があるのではないかといえよ
う。
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